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私たちの肝炎診察室
―診察現場からサポートのヒントを―
【演者】 倉敷中央病院  消化器内科  部長  守本洋一先生

肝炎患者支援のために必要な
資材のご紹介
【演者】 岡山大学病院  新医療研究開発センター  治験推進部  助教  難波志穂子先生

県の肝炎対策、医療費助成制度、
肝炎陽性者フォローアップ事業等
【演者】 岡山県保健福祉部健康推進課

肝炎医療コーディネーターに求められることは何か？
～日常業務の中でのコーディネート事例～
【演者】 福井県済生会病院  肝疾患センター  橋本まさみ先生

【主催】岡山県、岡山県医師会、岡山県肝炎対策協議会、岡山県肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会
【後援】岡山県病院協会、岡山県薬剤師会、岡山県病院薬剤師会、岡山県看護協会
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　岡山県保健福祉部　健康推進課（担当：竹本）
〒700-8570 岡山市北区内山下2-4-6　

TEL：086-226-7331　FAX：086-225-7283　E-mail：kensui@pref.okayama.lg.jp

毎年、肝がんによって全国で約3万人、岡山県で約500人の方が亡くなっており、その

約80％がB型またはC型ウイルス性肝炎からの発症であると言われています。ただ肝臓

は「沈黙の臓器」と呼ばれるように、肝炎になっても、なかなかSOSを出さず、「体がだるい」

と気付く頃には、重症になってしまっています。早めに感染に気付き、適切な治療を受け

ていただく事が大切です。

このため岡山県では、市町村の保健師、医療機関の医療従事者、職域の健康管理者

等を対象として、肝炎ウイルス検査の受検勧奨や検査の結果陽性と判明した方を肝炎専

門医療機関へ受診勧奨するための知識と能力を習得した人材「地域肝炎対策サポー

ター」を養成するための研修会を開催します。

肝炎の正しい知識を学び、
肝炎患者さんへの
支援方法を

確認しませんか？

県内の地域や職域において肝炎ウイルス検査を実施する方、
検査結果を知り得る立場にある方
（市町村の保健師、医療機関の医療従事者、職域の健康管理担当者等）

下記メールアドレスへ申込書をご提出ください。

　  kensui@pref.okayama.lg.jp
ご提出いただいたメールアドレス宛に配信用URL等をお知らせします。

※申込書については岡山県保健福祉部健康推進課ホームページからダウンロードできます。
　https://www.pref.okayama.jp/page/389282.html
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